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代
表
取
締
役
制
度
の
半
世
紀
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郎

一
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は
じ
め
に

二
、
昭
和
二
五
年
改
正
法
の
誤
算

三
、
代
表
取
締
役
を
め
ぐ
る
学
説
と
判
例

四
、
株
式
会
社
に
お
け
る
代
表
機
関

一
、
は
じ
め
に

代表取締役制度の半世紀

　
高
鳥
正
夫
先
生
は
、
実
際
界
に
お
け
る
現
実
の
業
務
と
き
わ
め
て
関
係
の
深
い
商
法
1
そ
の
中
で
も
特
に
会
社
法
1
の
研

究
・
教
育
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
常
に
概
念
法
学
の
弊
に
陥
い
る
こ
と
を
き
び
し
く
排
し
、
福
澤
諭
吉
の
い
う
「
実
学
」
的
な
理

論
法
学
の
追
求
を
心
が
け
ら
れ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
例
え
ば
、
概
念
法
学
的
弊
風
が
世
を
覆
う
感
の
あ
る
株
式
会
社
の
機
関
相
互
間

の
権
限
関
係
の
問
題
に
つ
き
、
通
説
が
、
昭
和
二
五
年
改
正
法
に
よ
っ
て
あ
ら
た
に
導
入
さ
れ
た
取
締
役
会
と
代
表
取
締
役
と
を
別

個
か
つ
独
立
の
並
立
的
機
関
で
あ
る
と
し
、
株
式
会
社
の
業
務
執
行
を
そ
の
意
思
決
定
と
執
行
自
体
と
に
分
け
、
前
者
は
取
締
役
会
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に
、
後
者
は
代
表
取
締
役
に
専
属
す
る
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
「
元
来
、
会
社
の
業
務
執
行
に
つ
い
て
意
思
決
定
と
執

行
自
体
と
を
区
別
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
よ
う
に
区
別
し
て
考
え
れ
ば
、
会
社
法
上
の
制
度
の
理
解
に
有
益
で
あ
る
と
い
う
と

こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
点
を
区
別
す
る
考
え
方
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
契
機
と
し
て
、

実
際
に
し
か
も
一
般
的
に
、
業
務
執
行
の
決
定
と
執
行
と
を
別
個
の
機
関
に
担
当
さ
せ
る
と
い
う
の
で
は
、
そ
の
区
別
が
観
念
上
の

も
の
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
た
考
え
方
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。
」
（
高
鳥
・
会
社
法
の
諸
問
題
〔
増
補
版
〕
三
四
二
頁
）
と
鋭
ど
く
指
摘
す

る
と
こ
ろ
に
、
端
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　
平
成
一
二
年
（
二
〇
〇
〇
年
）
七
月
二
日
、
保
岡
興
治
法
務
大
臣
は
記
者
会
見
を
開
き
、
株
式
会
社
に
関
す
る
法
制
度
を
全
面

的
に
見
直
し
、
二
年
後
を
目
途
に
商
法
改
正
を
実
施
す
る
方
針
を
表
明
し
た
。
同
日
の
日
本
経
済
新
聞
夕
刊
は
、
そ
の
こ
と
を
報
じ

た
上
で
、
「
会
社
法
制
を
中
心
と
す
る
商
法
の
抜
本
的
改
正
は
連
合
国
軍
総
司
令
部
（
G
H
Q
）
の
下
で
の
一
九
五
〇
年
の
見
直
し

以
来
、
約
五
〇
年
ぶ
り
」
と
解
説
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
法
務
大
臣
の
目
指
す
商
法
改
正
の
方
向
に
つ
き
同
日
の
朝
日
新
聞
夕
刊
は
、

「
株
主
総
会
や
取
締
役
会
の
あ
り
方
を
『
国
際
基
準
』
に
合
わ
せ
、
企
業
の
競
争
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
な
ど
が
狙
い
。
取
締
役
会

の
権
限
を
強
化
し
て
重
要
事
項
を
迅
速
に
決
定
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
や
株
主
総
会
で
の
議
決
権
行
使
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

じ
て
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
な
ど
が
検
討
さ
れ
る
見
通
し
だ
。
〔
中
略
〕
現
行
の
商
法
に
つ
い
て
は
、
『
実
態
に
合
わ
な
い
制
約
が

多
く
、
経
営
に
機
動
性
を
持
た
せ
ら
れ
な
い
』
と
の
指
摘
が
あ
る
。
今
回
の
見
直
し
は
こ
う
し
た
声
に
こ
た
え
、
株
主
総
会
や
取
締

役
会
と
い
っ
た
企
業
統
治
の
シ
ス
テ
ム
（
コ
ー
ポ
レ
イ
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
）
を
、
実
態
に
即
し
た
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
な
ど
が
柱
と

な
っ
て
い
る
。
」
と
報
じ
て
い
る
。

　
報
じ
ら
れ
て
い
る
改
正
方
向
な
い
し
は
検
討
課
題
を
一
見
し
て
強
く
感
じ
ら
れ
る
こ
と
は
、
情
報
化
（
I
T
革
命
）
の
進
展
や
金

融
シ
ス
テ
ム
の
再
建
・
金
融
商
品
の
自
由
化
と
い
っ
た
社
会
的
環
境
の
変
化
に
適
応
す
る
た
め
の
課
題
の
ほ
か
に
、
会
社
法
に
内
在

す
る
制
度
の
改
正
を
目
指
す
方
向
と
し
て
は
、
株
式
会
社
に
お
け
る
機
関
構
造
の
変
革
が
大
き
な
柱
と
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
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る
。
そ
し
て
、
そ
の
変
革
の
キ
ー
・
ワ
ー
ド
は
、
「
経
営
に
関
す
る
決
定
の
迅
速
化
」
と
「
実
態
に
即
し
た
コ
ー
ポ
レ
イ
ト
・
ガ
バ

ナ
ン
ス
」
の
二
つ
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
実
は
、
昭
和
二
五
年
の
商
法
根
本
改
正
に
お
い
て
も
、
改
正
の
最
も
大
き
く
か
つ
基
本
的
な
柱
は
、
株
式
会
社
の
機
関
構
造
の
変

革
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
同
改
正
法
は
、
ア
メ
リ
カ
法
に
な
ら
っ
て
、
取
締
役
会
制
度
を
導
入
す
る
と
同
時
に
業
務
監
査
機
関
と

し
て
の
監
査
役
制
度
を
廃
止
し
、
他
方
わ
が
国
特
有
の
機
関
と
し
て
代
表
取
締
役
制
度
を
創
設
（
改
正
前
に
も
代
表
取
締
役
と
い
う
名

称
の
機
関
は
存
在
し
た
け
れ
ど
も
、
改
正
法
上
の
代
表
取
締
役
制
度
は
そ
れ
と
は
ま
っ
た
く
別
の
性
質
の
も
の
で
あ
る
　
　
後
述
）
し
た
の

で
あ
る
が
、
そ
の
際
の
キ
i
・
ワ
ー
ド
も
ま
た
、
表
現
こ
そ
違
え
、
右
と
同
様
の
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
昭
和
二
五
年
改
正
法
が
、
半
世
紀
経
た
今
、
所
期
の
よ
う
な
コ
ー
ポ
レ
イ
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
機
能
を
果
た
し
得
な
か
っ
た
「
失

敗
」
の
原
因
に
つ
き
、
こ
れ
を
代
表
取
締
役
制
度
の
創
設
の
点
に
求
め
る
評
価
も
あ
る
が
（
岩
崎
稜
「
商
法
改
正
の
歴
史
－
昭
和
二

五
年
改
正
を
中
心
に
」
戦
後
日
本
商
法
学
史
所
感
〔
商
法
学
研
究
第
一
巻
〕
二
八
頁
以
下
）
、
問
題
の
真
の
所
在
は
、
商
法
解
釈
学
に
お
い

て
、
会
社
の
業
務
執
行
権
と
代
表
権
と
の
関
係
の
理
解
が
不
明
確
で
あ
っ
た
点
に
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
点
に
つ
き
、

高
鳥
先
生
は
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。

　
す
な
わ
ち
、
会
社
の
業
務
執
行
と
代
表
と
の
関
係
に
つ
き
、
通
説
を
代
表
す
る
見
解
が
、
「
業
務
執
行
は
、
機
関
の
行
為
が
会
社

の
事
務
処
理
と
認
め
ら
れ
る
面
か
ら
み
た
も
の
で
あ
り
、
代
表
は
、
機
関
が
会
社
の
名
に
お
い
て
第
三
者
と
し
た
行
為
の
効
果
と
し

て
会
社
と
第
三
者
と
の
間
に
法
律
関
係
が
生
じ
る
に
い
た
る
面
か
ら
み
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
〔
中
略
〕
対
外
的
な
業
務

執
行
は
他
面
に
お
い
て
会
社
代
表
の
関
係
を
伴
い
、
会
社
代
表
は
他
面
か
ら
み
れ
ば
対
外
的
な
業
務
執
行
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お

い
て
、
業
務
執
行
と
代
表
の
区
別
は
観
点
の
相
違
に
外
な
ら
な
い
。
商
法
は
代
表
取
締
役
と
名
づ
け
て
そ
の
代
表
権
に
つ
い
て
し
か

規
定
し
て
い
な
い
が
（
二
六
一
条
）
、
そ
れ
は
代
表
取
締
役
が
対
外
的
の
み
な
ら
ず
、
内
部
的
な
業
務
執
行
権
を
有
す
る
こ
と
を
当

然
の
前
提
と
す
る
も
の
と
解
す
る
ほ
か
な
い
。
」
（
鈴
木
竹
雄
”
竹
内
昭
夫
・
会
社
法
〔
第
三
版
〕
二
八
六
頁
注
（
四
）
）
と
す
る
の
に
対
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し
て
、
高
鳥
先
生
は
、
「
会
社
の
業
務
を
執
行
し
て
い
く
場
合
に
は
、
各
種
の
法
律
行
為
や
事
実
行
為
を
広
く
遂
行
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
う
ち
の
法
律
行
為
に
つ
い
て
は
、
い
か
な
る
法
律
行
為
を
な
す
か
を
決
め
る
こ
と
は
取
締
役
会
の
権
限
に

属
す
る
が
、
実
際
に
そ
の
法
律
行
為
を
な
す
に
は
代
表
権
を
も
つ
取
締
役
の
協
力
を
う
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
従
っ
て
、
代
表
取

締
役
が
取
締
役
会
か
ら
会
社
の
た
め
に
法
律
行
為
を
な
す
こ
と
の
委
託
を
受
け
て
、
取
締
役
会
の
補
助
者
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
と

な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
代
表
権
と
は
直
接
の
関
係
の
な
い
多
く
の
事
実
行
為
に
つ
い
て
は
、
取
締
役
会
は
取
締
役
そ
の
他
の
適
当

な
補
助
者
に
委
託
し
て
、
こ
れ
を
遂
行
し
て
い
く
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
会
社
の
代
表
と
業
務
執
行
と
は
、
表
裏
の
関
係

で
あ
る
と
か
代
表
取
締
役
に
選
任
さ
れ
る
と
当
然
に
業
務
執
行
権
を
伴
う
と
い
う
表
現
は
、
き
わ
め
て
大
胆
な
表
現
で
あ
っ
て
、
法

律
的
に
は
不
正
確
な
説
明
と
い
う
ほ
か
な
い
。
」
（
高
鳥
・
前
掲
三
四
三
頁
）
と
批
判
さ
れ
る
。

　
右
に
挙
げ
た
よ
う
な
通
説
的
な
見
解
は
、
一
方
に
お
い
て
、
代
表
取
締
役
の
檀
断
的
な
経
営
に
対
す
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
な
い
し
は
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
疎
外
す
る
要
因
に
な
る
と
と
も
に
、
他
方
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
法
を
模
し
た
も
の
と
い
わ
れ
、
近
時
企
業
に

導
入
さ
れ
て
い
る
「
執
行
役
員
」
に
つ
き
、
そ
の
地
位
と
権
限
に
関
し
て
実
務
に
大
混
乱
を
も
た
ら
す
要
因
に
な
っ
て
お
り
、
先
生

の
批
判
は
ま
さ
に
正
鵠
を
射
た
も
の
と
い
い
う
る
（
こ
の
点
に
関
す
る
私
見
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
業
務
執
行
機
関
の
権
限
と
責
任
」
会

社
法
の
論
理
一
六
三
頁
以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
）
。

　
今
後
、
「
企
業
統
治
の
実
効
性
の
確
保
の
視
点
」
か
ら
、
株
主
総
会
、
取
締
役
会
、
代
表
取
締
役
お
よ
び
監
査
役
と
い
う
機
関
相

互
間
の
関
係
の
あ
り
方
、
な
ら
び
に
、
執
行
役
員
制
度
の
導
入
の
可
否
・
当
否
と
い
っ
た
点
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ

る
が
、
そ
の
場
合
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
の
関
係
か
ら
い
っ
て
も
キ
ー
・
ポ
イ
ン
ト
に
位
置
す
る
わ
が
国
特
有
の
代

表
取
締
役
制
度
の
半
世
紀
を
、
歴
史
的
に
再
考
察
し
、
理
論
的
に
正
し
く
位
置
づ
け
る
こ
と
が
必
須
の
こ
と
が
ら
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
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二
、
昭
和
二
五
年
改
正
法
の
誤
算

　
昭
和
二
五
年
改
正
法
は
、
ア
メ
リ
カ
法
を
モ
デ
ル
と
し
て
取
締
役
会
制
度
を
導
入
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
と
同
時
に
、
ア
メ
リ
カ

法
上
は
存
在
し
な
い
代
表
取
締
役
制
度
を
独
自
に
創
設
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
当
時
立
法
作
業
に
関
与
さ
れ
た
矢
沢
惇

教
授
は
、
「
取
締
役
会
制
度
を
採
用
し
た
の
で
、
取
締
役
会
で
選
任
し
た
代
表
取
締
役
が
そ
こ
で
決
定
さ
れ
た
方
針
に
従
い
業
務
執

行
と
代
表
に
あ
た
る
と
い
う
ア
メ
リ
カ
式
の
や
り
方
に
切
り
か
え
た
の
で
す
。
」
（
矢
沢
惇
口
鴻
常
夫
・
会
社
法
の
展
開
と
課
題
一
六
頁
）

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
大
多
数
の
州
法
に
あ
っ
て
は
、
取
締
役
会
の
決
定
に
も
と
づ
く
会
社
の
業
務
執
行
を

実
行
す
る
も
の
は
、
取
締
役
会
の
下
部
機
関
た
る
○
農
8
お
（
即
亀
8
ヌ
＜
一
＄
胃
亀
号
鼻
留
R
。
5
蔓
曽
⇒
＄
ω
ξ
巴
で
あ
る
。

近
時
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
、
C
E
O
な
ど
と
い
っ
て
、
取
締
役
会
々
長
（
9
魯
ヨ
き
o
P
箒
切
8
巳
）
が
O
窪
o
R
を
兼
ね
る

例
が
出
て
き
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
○
窪
o
R
の
地
位
自
体
は
使
用
人
で
あ
っ
て
取
締
役
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
、
一
方

に
お
い
て
、
○
窪
o
震
は
取
締
役
会
の
監
督
・
支
配
に
服
し
、
他
方
に
お
い
て
、
取
締
役
会
は
○
睡
o
震
に
対
す
る
監
督
・
支
配
に

つ
き
株
主
に
対
し
て
厳
格
な
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
昭
和
二
五
年
改
正
法
上
の
わ
が
取
締
役
会
制
度
に
あ
っ
て
は
、
ア
メ
リ
カ
法
上
の
○
窪
o
震
に
相
当
す
べ
き
業
務
執

行
の
実
行
機
関
は
、
取
締
役
の
中
か
ら
選
ば
れ
る
「
会
社
代
表
権
を
も
つ
取
締
役
」
と
し
て
の
代
表
取
締
役
で
あ
る
。
そ
し
て
、
前

述
の
よ
う
に
、
わ
が
国
の
代
表
的
な
商
法
学
説
上
、
こ
の
本
来
○
詮
o
R
に
相
当
す
べ
き
代
表
取
締
役
が
固
有
に
業
務
執
行
権
限
を

も
つ
機
関
と
し
て
理
解
さ
れ
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
制
度
お
よ
び
理
解
の
下
で
は
、
本
来
取
締
役
と
し
て
は
取
締
役
会
と
い
う

合
議
制
の
機
関
の
平
等
な
一
メ
ン
バ
；
で
あ
り
、
業
務
執
行
の
実
行
機
関
と
し
て
は
取
締
役
会
の
下
部
機
関
た
る
べ
き
代
表
取
締
役

を
、
取
締
役
会
の
内
部
的
な
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
に
お
い
て
上
位
に
押
し
上
げ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
よ
う
な
い
わ
ば
「
誤
解
」
に
は
、
立
法
技
術
上
の
ミ
ス
と
い
い
う
る
原
因
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
わ
が
国
の
株
式
会
社
法
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上
、
「
代
表
取
締
役
」
と
称
ば
れ
る
機
関
は
昭
和
二
五
年
改
正
法
以
前
に
も
存
在
し
て
お
り
、
新
設
の
取
締
役
会
制
度
の
下
に
お
け

る
代
表
取
締
役
制
度
と
従
来
の
そ
れ
と
の
間
に
、
概
念
上
の
混
同
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
も
の
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　
昭
和
二
二
年
（
一
九
三
八
年
）
改
正
法
は
、
そ
れ
ま
で
「
取
締
役
ハ
各
自
会
社
ヲ
代
表
ス
」
と
定
め
て
い
た
商
法
一
七
〇
条
一
項

を
、
「
定
款
又
ハ
株
主
総
会
ノ
決
議
ヲ
以
テ
取
締
役
中
会
社
ヲ
代
表
ス
ヘ
キ
者
ヲ
定
メ
ス
又
ハ
数
人
ノ
取
締
役
力
共
同
シ
若
ク
ハ
取

締
役
力
支
配
人
ト
共
同
シ
テ
会
社
ヲ
代
表
ス
ヘ
キ
コ
ト
ヲ
定
メ
サ
ル
ト
キ
ハ
取
締
役
ハ
各
自
会
社
ヲ
代
表
ス
」
と
改
め
た
。
そ
の
後
、

こ
の
「
定
款
又
ハ
株
主
総
会
ノ
決
議
ヲ
以
テ
取
締
役
中
会
社
ヲ
代
表
ス
ヘ
キ
者
」
と
定
め
ら
れ
た
者
を
代
表
取
締
役
と
称
ぶ
こ
と
に

な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
定
款
ま
た
は
株
主
総
会
と
い
う
会
社
の
基
本
的
な
組
織
を
決
定
す
る
機
関
の
意
思
に
も
と
づ
く
、

独
任
制
の
取
締
役
の
す
べ
て
が
本
来
有
す
る
代
表
権
の
、
特
定
取
締
役
へ
の
集
約
を
意
味
す
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
昭
和
二
二
年
改

正
法
上
の
代
表
取
締
役
選
任
は
、
定
款
ま
た
は
株
主
総
会
に
よ
る
他
の
取
締
役
の
代
表
権
剥
奪
な
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
代
表
取
締
役
制
度
の
下
に
お
い
て
は
、
株
主
総
会
決
議
に
よ
り
代
表
取
締
役
と
し
て
選
任
さ
れ
た
者
で
あ
る
か
、
そ

れ
と
も
単
な
る
取
締
役
と
し
て
選
任
さ
れ
た
者
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
独
任
制
の
下
で
、
生
来
的
に
権
限
上
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
に

上
下
の
差
異
が
あ
る
こ
と
を
意
味
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
当
時
、
商
法
改
正
に
最
も
影
響
力
の
強
か
っ
た
松
本
丞
｛
治
博
士
は
、
こ
の
改

正
を
、
「
本
条
改
正
ノ
第
一
点
即
チ
取
締
役
中
二
会
社
ヲ
代
表
ス
ル
権
限
ヲ
有
ス
ル
者
ト
之
ヲ
有
セ
サ
ル
者
ト
ヲ
認
ム
ル
ノ
制
度
ハ

外
国
法
二
類
例
ナ
シ
ト
錐
モ
外
国
法
二
於
テ
共
同
シ
テ
ノ
ミ
会
社
ヲ
代
表
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
取
締
役
員
ハ
単
独
二
会
社
ヲ
代
表
ス
ル

コ
ト
ヲ
得
ル
取
締
役
員
二
比
較
ス
レ
ハ
会
社
ヲ
代
表
ス
ル
権
限
ヲ
有
セ
サ
ル
ト
多
ク
異
ル
所
ナ
キ
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
我
邦
ノ
実
例
上
所
謂

専
務
取
締
役
又
ハ
常
務
取
締
役
以
外
ノ
取
締
役
ハ
其
員
二
備
ル
ノ
ミ
ニ
シ
テ
会
社
ヲ
代
表
シ
テ
行
為
ヲ
為
ス
コ
ト
ナ
キ
モ
ノ
タ
リ
故

二
此
改
正
ハ
寧
ロ
実
際
二
適
合
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
シ
テ
歓
迎
ス
ヘ
キ
ナ
リ
」
（
松
本
・
商
法
改
正
評
論
七
三
頁
）
と
評
価
す
る
。

　
共
同
代
表
取
締
役
制
度
の
下
に
お
い
て
代
表
権
の
行
使
が
制
約
を
受
け
る
こ
と
（
つ
ま
り
、
共
同
代
表
取
締
役
制
度
の
下
に
お
い
て

も
代
表
取
締
役
が
会
社
を
代
表
す
る
の
で
あ
る
）
と
、
代
表
権
の
剥
奪
と
が
「
多
ク
異
ナ
ル
所
ナ
キ
」
と
い
う
点
は
筆
者
の
理
解
を
絶
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す
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
松
本
博
士
の
歓
迎
す
る
「
専
務
取
締
役
又
は
常
務
取
締
役
以
外
ノ
取
締
役
ハ
其
員
二
備
ル
ノ
ミ
」
と

い
う
「
我
邦
ノ
実
例
」
を
変
革
す
る
た
め
に
こ
そ
、
今
様
に
い
う
コ
ー
ポ
レ
イ
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
現
を
期
す
べ
く
昭
和
二
五
年

改
正
法
は
取
締
役
会
制
度
を
導
入
し
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
昭
和
二
五
年
改
正
法
は
、
取
締
役
会
制
度
の
下
に
お
け
る
○
窪
。
段
に
相
当
す
る
も
の
を
、
こ
れ
も
世

界
に
類
例
の
な
い
代
表
取
締
役
と
し
て
設
定
し
た
た
め
に
、
当
初
か
ら
、
旧
法
上
の
い
わ
ゆ
る
平
取
締
役
に
対
す
る
代
表
取
締
役
と

同
一
の
地
位
と
し
て
観
念
さ
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
代
表
取
締
役
が
、
代
表
権
だ
け
で
は
な
く
て
、
固

有
に
業
務
執
行
権
を
有
す
る
も
の
と
理
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

三
、
代
表
取
締
役
を
め
ぐ
る
学
説
と
判
例

代表取締役制度の半世紀

　
高
鳥
先
生
の
論
文
に
、
「
会
社
代
表
行
為
の
病
理
現
象
」
（
前
掲
書
三
六
五
頁
以
下
）
と
い
う
い
か
に
も
先
生
ら
し
い
実
学
的
理
論

に
も
と
づ
く
労
作
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
特
に
株
式
会
社
の
代
表
取
締
役
の
行
為
に
つ
き
、
「
取
締
役
会
な
ど
の
決
定
に
違
反
す
る

代
表
行
為
」
、
「
定
款
で
定
め
た
内
部
的
制
度
に
違
反
す
る
代
表
行
為
」
お
よ
び
「
背
任
的
意
図
の
も
と
に
な
さ
れ
た
代
表
行
為
」
の

法
的
効
果
の
あ
り
方
が
、
数
々
の
具
体
的
な
例
を
挙
げ
た
上
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
右
論
文
を
参
照
し
て
い
た
だ
く
ほ
か
な
い
が
、
そ
の
根
底
を
貫
く
も
の
は
、
「
代
表
行
為
の
病
理
現
象
に

つ
い
て
は
、
結
局
は
、
第
三
者
が
取
引
の
安
全
に
つ
い
て
有
す
る
利
益
と
守
ら
れ
る
べ
き
会
社
の
利
益
を
比
較
較
量
し
て
、
こ
れ
を

決
す
る
ほ
か
は
な
い
と
す
る
も
の
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
」
（
前
掲
書
三
七
〇
頁
）
と
い
う
学
問
的
状
況
に
対
す
る
批
判
を
動
機
と
し

て
、
代
表
取
締
役
の
地
位
と
権
限
に
対
す
る
省
察
に
も
と
づ
き
、
例
え
ば
、
「
代
表
取
締
役
が
取
締
役
会
な
ど
の
決
定
に
違
反
し
て

な
し
た
代
表
行
為
の
効
力
に
つ
い
て
は
、
法
律
行
為
の
効
果
意
思
は
代
表
取
締
役
自
身
が
決
定
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
権
限
内
の
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事
項
に
関
し
て
は
、
そ
の
場
合
で
も
こ
れ
を
有
効
な
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
業
務
執
行
の
面
か
ら
い
え
ば
、
両
者

の
関
係
は
一
方
が
指
示
、
命
令
し
他
方
が
こ
れ
に
従
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
代
表
行
為
は
い
わ
ば
越
権
行
為
と
し
て
、

代
表
取
締
役
は
会
社
に
対
す
る
責
任
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
ま
た
、
こ
れ
に
関
連
し
て
、
取
締
役
会
な
ど
の
決
定
に
違
反
す
る

こ
と
を
知
る
相
手
方
ま
で
を
保
護
す
る
必
要
が
あ
る
か
と
い
う
点
も
問
題
と
な
ろ
う
。
」
（
前
掲
書
三
七
二
頁
）
と
述
べ
て
、
業
務
執

行
上
の
越
権
行
為
と
な
る
行
為
の
効
力
に
つ
き
、
具
体
的
に
検
討
さ
れ
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
会
社
代
表
権
と
業
務
執
行
権
と
が
、
表
裏
一
体
の
も
の
と
し
て
代
表
取
締
役
の
固
有
権
限
に
属
す
る
と
い
う

通
説
の
下
で
は
、
か
り
に
取
引
の
安
全
が
図
ら
れ
る
ー
そ
れ
が
真
の
取
引
安
全
に
値
い
す
る
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
ー
と
し
て

も
、
そ
こ
で
は
コ
ー
ポ
レ
イ
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
視
点
が
欠
落
し
て
し
ま
っ
て
い
る
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
れ
は
、
昭
和

二
五
年
の
改
正
法
に
よ
る
取
締
役
会
制
度
導
入
の
目
的
が
見
失
わ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
判
例
法
は
一
つ
の
衝
撃
を
も
た
ら
し
た
。
ワ
ン
マ
ン
経
営
者
た
る
代
表
取
締
役
の
乱
脈
経
営
に
も
と

づ
く
不
渡
手
形
を
つ
か
ま
さ
れ
た
第
三
者
が
、
い
わ
ゆ
る
平
取
締
役
に
対
し
、
そ
の
監
視
義
務
違
反
に
よ
る
損
害
賠
償
責
任
を
追
及

し
た
訴
訟
に
お
い
て
、
昭
和
四
八
年
五
月
二
二
日
最
高
裁
判
所
第
三
小
法
廷
判
決
（
民
集
二
七
巻
五
号
六
五
五
頁
）
は
、
「
株
式
会
社

の
取
締
役
会
は
会
社
の
業
務
執
行
に
つ
き
監
査
す
る
地
位
に
あ
る
か
ら
、
取
締
役
会
を
構
成
す
る
取
締
役
は
、
会
社
に
対
し
、
取
締

役
会
に
上
程
さ
れ
た
事
柄
に
つ
い
て
だ
け
監
視
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
代
表
取
締
役
の
業
務
執
行
一
般
に
つ
き
、
こ
れ
を
監
視
し
、

必
要
が
あ
れ
ば
、
取
締
役
会
を
自
ら
招
集
し
、
あ
る
い
は
招
集
す
る
こ
と
を
求
め
、
取
締
役
会
を
通
じ
て
業
務
執
行
が
適
正
に
行
な

わ
れ
る
よ
う
に
す
る
職
務
を
有
す
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
」
と
判
示
し
て
、
い
わ
ゆ
る
平
取
締
役
の
責
任
を
認
め
た
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
こ
の
判
決
を
受
け
て
、
昭
和
五
六
年
の
改
正
法
は
、
そ
れ
ま
で
「
会
社
ノ
業
務
執
行
ハ
取
締
役
会
之
ヲ
決
ス
」
と
定

め
て
い
た
商
法
二
六
〇
条
一
項
を
、
「
取
締
役
会
ハ
会
社
ノ
業
務
執
行
ヲ
決
シ
取
締
役
ノ
職
務
ノ
執
行
ヲ
監
督
ス
」
と
改
め
た
。

　
昭
和
四
八
年
の
最
高
裁
判
決
も
、
昭
和
五
六
年
改
正
法
も
、
昭
和
二
五
年
改
正
法
の
立
法
目
的
か
ら
す
れ
ば
自
明
の
こ
と
が
ら
で
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あ
る
。
そ
れ
が
、
判
決
が
実
際
界
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
、
さ
ら
に
、
改
正
法
立
法
後
三
〇
余
年
を
経
て
そ
の
当
然
の
事
理

を
法
改
正
と
し
て
明
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
昭
和
二
五
年
改
正
法
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
株
式
会
社
制
度
の

わ
が
国
に
お
け
る
処
遇
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
筆
者
に
は
思
わ
れ
る
。

四
、
株
式
会
社
に
お
け
る
代
表
機
関
の
あ
り
方

代表取締役制度の半世紀

　
わ
が
国
に
お
い
て
、
取
締
役
会
が
社
長
の
解
任
す
な
わ
ち
代
表
取
締
役
の
代
表
権
剥
奪
（
委
任
解
除
）
を
決
議
す
る
こ
と
は
、
一

種
の
ク
ー
デ
タ
的
事
態
の
発
生
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
と
ら
え
方
に
は
実
際
上
の
理
由
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
同
じ

取
締
役
会
と
い
う
合
議
制
の
機
関
の
メ
ン
バ
ー
の
中
の
多
数
が
結
束
し
て
、
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
と
し
て
上
位
者
と
認
識
さ
れ
て
き
た
メ

ン
バ
ー
を
「
降
格
」
さ
せ
る
と
い
う
思
い
込
み
が
あ
る
か
ら
、
下
剋
上
的
な
異
常
事
態
の
発
生
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
昭
和
二
五
年
改
正
法
の
モ
デ
ル
と
さ
れ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
で
は
、
取
締
役
会
に
よ
る
社
長
の
解
任
は
、
会
社
の

業
績
悪
化
等
の
事
情
が
あ
る
と
き
に
は
き
わ
め
て
経
常
的
な
で
き
ご
と
と
し
て
受
け
と
め
ら
れ
る
。
こ
の
受
け
と
め
方
も
ま
た
き
わ

め
て
当
然
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
社
長
（
零
亀
号
誉
）
は
取
締
役
会
が
選
任
し
た
上
級
使
用
人
た
る
○
窪
o
震
の
一
人
で
あ
る
に
過

ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
本
来
、
「
会
社
ヲ
代
表
ス
ベ
キ
」
（
商
法
二
六
一
条
一
項
）
と
い
う
場
合
の
「
代
表
」
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
会
社
と
い
う
法
人

に
法
律
効
果
を
帰
属
す
る
目
的
で
法
律
行
為
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
権
限
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
、
株
主
の
意
思

に
も
と
づ
き
会
社
の
人
格
を
象
徴
的
に
体
現
す
る
と
い
っ
た
よ
う
な
意
味
合
い
は
一
切
含
ま
れ
て
は
い
な
い
。

　
取
締
役
会
と
い
う
合
議
制
の
機
関
は
、
多
角
的
な
討
議
に
も
と
づ
き
、
会
社
の
業
務
執
行
に
関
す
る
意
思
を
決
定
す
る
に
は
最
も

適
し
た
機
構
で
あ
る
が
、
そ
れ
自
体
は
そ
の
意
思
を
表
示
す
る
に
は
適
さ
な
い
機
構
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
取
締
役
会
制
度
の
下
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に
あ
っ
て
は
、
取
締
役
会
の
決
定
に
も
と
づ
き
具
体
的
に
業
務
執
行
と
し
て
の
意
思
表
示
を
行
う
べ
き
者
が
必
要
と
な
る
。
代
表
者

と
は
、
そ
の
よ
う
な
意
異
表
示
を
会
社
の
た
め
に
行
う
べ
き
者
と
し
て
、
取
締
役
会
か
ら
委
任
さ
れ
た
者
を
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　
株
主
総
会
と
い
う
機
関
を
通
じ
て
会
社
か
ら
業
務
執
行
を
委
任
さ
れ
て
い
る
取
締
役
会
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
決
定
に
も
と
づ
く
業

務
執
行
の
実
行
を
代
表
者
に
委
任
す
る
こ
と
は
、
民
法
で
い
う
「
復
委
任
」
な
い
し
は
「
復
代
理
」
に
あ
た
り
、
復
代
理
人
た
る
代

表
者
の
行
う
業
務
執
行
の
実
行
行
為
に
つ
き
、
本
人
た
る
会
社
ひ
い
て
は
株
主
に
対
し
て
選
任
・
監
督
の
責
任
を
取
締
役
会
が
負
う

の
は
、
法
理
上
当
然
の
こ
と
が
ら
で
あ
る
（
民
法
一
〇
五
条
一
項
参
照
）
。

　
要
す
る
に
、
取
締
役
会
制
度
の
下
に
お
け
る
会
社
の
「
代
表
者
」
は
、
取
締
役
会
の
決
定
お
よ
び
監
督
の
下
に
会
社
の
業
務
執
行

の
実
行
行
為
を
行
う
べ
き
者
と
し
て
取
締
役
会
が
選
任
す
る
下
部
機
関
な
い
し
は
下
位
者
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
取
締
役
の
中
か

ら
選
ば
れ
る
べ
き
必
然
性
は
毫
も
な
い
。
む
し
ろ
、
コ
ー
ポ
レ
イ
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
筋
道
を
明
確
化
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ

ば
、
会
社
の
代
表
者
は
取
締
役
以
外
の
者
か
ら
こ
れ
を
選
ぶ
も
の
と
す
る
こ
と
の
方
が
よ
り
適
切
で
あ
る
と
も
い
い
う
る
。

　
前
述
し
た
法
務
大
臣
の
改
正
指
針
の
中
に
、
「
『
国
際
基
準
』
に
合
わ
せ
」
と
い
う
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
単
に
ア
メ
リ
カ

型
の
株
式
会
社
法
制
だ
け
で
は
な
く
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
型
の
株
式
会
社
法
制
に
お
い
て
も
、
株
主
総
会
の
選
任
に
よ
る
「
監
査
役

会
」
（
＞
亀
旨
耳
段
舞
8
富
亀
α
①
ω
ξ
話
≡
壁
8
）
が
、
業
務
執
行
の
実
行
機
関
た
る
く
o
お
寅
昌
α
あ
る
い
は
象
8
9
0
一
お
を
自
ら

の
責
任
に
お
い
て
選
任
・
監
督
す
る
と
い
う
機
構
が
採
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
名
辞
に
は
差
異
が
あ
る
に
し
て
も
、
基
本
的
な

構
造
は
両
者
に
お
い
て
同
一
な
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

　
昭
和
二
五
年
改
正
法
の
立
法
趣
旨
と
、
そ
の
後
に
辿
っ
た
半
世
紀
の
運
命
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
る
と
、
代
表
取
締
役
制
度
の
廃
止

を
検
討
す
る
こ
と
も
、
こ
の
際
一
つ
の
課
題
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
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